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大学は、最終学歴となるような「学

びのゴール」であると同時に、「働くこ

とのスタート」の役割を求められ、変

革を迫られている。キャリア教育、

PBL・アクティブラーニングといった

座学にとどまらない授業法、地域社

会・産業社会、あるいは高校教育との

連携・協働と、近年話題になっている

大学改革の多くが、この文脈にあると

いえるだろう。

この連載では、この「学ぶと働くを

つなぐ」大学の位置づけに注目しなが

ら、学長及び改革のキーパーソンへ

のインタビューを展開していく。各

大学が活動の方向性を模索する中、

様々な取り組み事例を積極的に紹介

していきたい。

今回は、地域志向教育に積極的な

弘前大学の取り組みについて、福田

眞作学長にお話をうかがった。

1949年の開学以来、青森県弘前市

にキャンパスを置く弘前大学は、県庁

所在地ではない都市名を冠する珍し

い国立総合大学だ。軍港だった青森

は、終戦の年に空襲を受けて9割近く

が焼け野原になった。戦後、青森に

あった医学校や師範学校は空襲被害

のなかった弘前市に移転、旧制弘前高

が地域の人口減少だ。

とりわけ、弘前大学のある青森県で

は、人口減少数が全国2位、若年者の

人口減少数が全国6位等深刻で、「人

口減少と超高齢化が地域経済の縮小

を加速化させ、地域経済の縮小が人口

減少を加速化させるという悪循環」

（福田学長）も危惧されるという。

将来の地域創生人財と期待される

学生の特徴を福田学長は、「偏差値と

か成績がどうというより、とても素直

な学生が多いという印象です」と言

い、人間力の向上を育成の課題とし

て挙げる。「生きていくうえで必ず出

てくる色々な困難に対してどう立ち

振る舞うかは、環境の中で色々な問

題を見て聞いて考える機会を持つ、

それが恐らく人間力の向上につな

がっていくのではないかと思ってい

ます」。

弘前大学は第3期中期目標・中期計

画（2016年度～2021年度）において4

つの戦略を策定した。そのうち、地域

の中で「学ぶと働くをつなぐ」観点で

大きいのが、COC/COC+を活用した

戦略4と、地域の強みである「アグリ・

ライフ・グリーン」の発展を目指す戦

略1だ。

校等との統合で新

制大学となったの

が弘前大学、とい

う設立経緯だ。

2020年4月に就

任した福田眞作

学長は、「歴史と名称に表れている通

り、本学は弘前という地域と共にあり

ます」と言い、こう続ける。「2012年か

ら2014年にかけて行ったミッション

の再定義でも、全5学部7研究科が地

域活性化の中核的拠点となる決意を

固め、当時の学長・佐藤 敬のリーダー

シップのもとで、改革に取り組んでき

たところです。佐藤前学長は、2014

年に『地域志向大学改革宣言』も行い、

地域を志向した大学改革を推進して

いくことを内外にはっきりと表明して

います。

その一方で、本学で育成される人

材や地域の課題解決に向けた教育研

究によって得られる成果は、決して地

域限定ではなく、世界に通用するもの

です。それを示す『世界に発信し、地

域と共に創造する』というスローガン

も、本学は掲げています」。

今、地域の大学が改革を進めるに

あたって、常に直面する課題の一つ

リクルート カレッジマネジメント224 / Sep. - Oct. 2020 リクルート カレッジマネジメント224 / Sep. - Oct. 2020

COC+事 業 は、2014年 度 採 択 の

COCに続き、2015年度「オール青森で

取り組む『地域創生人財』育成・定着

事業」として採択された。

「青森県最大の課題である人口減

少の克服に関しては、一大学だけで

取り組めるものではありません。県

内の大学、高専、自治体、企業による

『オール青森』ネットワークを形成し、

青森の将来を担う人材の育成と県内

就職率の向上に取り組みました」（福

田学長）。

人材の育成という点では、地元企

業・地域共育型インターンシップ、女

子学生のキャリア支援プログラム、

学生発起業実行プログラムが開発さ

れ、実行された。

県内就職率の向上に向けては、県

内を青森、弘前、八戸、むつの4ブロッ

クに分けて取り組み、県内企業説明

会の開催、中長期の共育型インター

ンシップの実施、コメディカルの学生

対象のホスピタルカフェ（病院と学生

との交流会）の実施等が行われた。

を、2016年度に行っている。

取り組み2は、「食に関する地域イ

ノベーション創出に貢献できる人材

の育成」で、アグリ分野に当たる農学

生命科学部の体制整備が中心になっ

ている。「食」「国際化」というキーワー

ドで、理工学部と同じ2016年度に、生

物資源学科を食料資源学科に、園芸

農学科を国際園芸農学科に改組した。

国際園芸農学科に他学科生も履修で

きる新科目「海外研修入門」を開講す

る等、農学生命科学部全体で国際分

野を充実させた。

取り組み3は、「国際競争力のある

青森ブランド食産業の創出に向けた

“青森型地方創生サイクル”の確立」。

「『食』は青森県の大きな強みですが、

青森ブランドの食を戦略的に国内及

び海外に届けるには、生産から加工、

流通までを通じて様々な課題もあり

ます。そこに各学部・研究科等弘前大

学の『知』を結集して、Farm-to-Table

の流れを作り、青森地域創生サイク

ルとして構築していくのがこの取り

さらに県内企業の採用力の向上を

目指すワークショップ「採用力向上セ

ミナー」も実施した。

戦略1「アグリ・ライフ・グリーン分

野における地域の特性・資源を活かし

たイノベーション創出・人材育成」は、

総合大学ならではの理系、人文社会

系の知を結集した「オール弘前大学」

での取り組みだ。

アグリ＝食、ライフ＝健康、グリー

ン＝再生可能エネルギーの3分野を

活かして、地域活性化に向けたイノ

ベーションの創出と人材育成を目指

すもので、3つの取り組みを展開して

いる。

取り組み1「地域の特性・資源の活

用に向けた理工系人材の育成」は理

工学部の体制整備が中心で、グリー

ン分野の中心となる自然エネルギー

学科、ライフ分野を担う機械科学科

医用システムコースの新設等の改組

27
弘前大学

地域との関わりの中で
学生が成長する大学を目指す

福田眞作　学長

「戦略１」

弘前大学は北東北地域の総合大学の一つとして、「地域活性化の中核的拠点」の役割を追求していくことを基本とし、第 3 期中期
目標期間（2016-2021）においては、再生可能エネルギー、環境、被ばく医療、食の４テーマを本学の重点分野に位置づけ、地域
資源を活かした教育研究を推進し、働く「場」の不足、労働力人口の減少、平均寿命が全国最下位等の喫緊の地域課題の解決に向
けた「イノベーション創出」と「地域創生人財」の育成を目指す。

弘前大学の将来ビジョン

弘前大学は４つの「戦略」を展開

アグリ・ライフ・グリーン分
野における地域の特性・資源
を活かしたイノベーション創
出・人材育成

「戦略2」
こころ・からだの健康増進に
向けた社会医学的観点からの
総合的な健康づくり教育研究
拠点の形成

「戦略3」
被ばく医療における安心・安全
を確保するための国際的な放
射線科学教育研究の推進

「戦略4」
地域志向教育を核とした「地
域創生人財」を育成する教育
システムの構築

青森県の短命打開のため、弘前大学は青森県・弘前市等と連
携し、2005 年から継続的に、弘前市岩木地区住民の健康情
報を取得。
2013年には国のCOIプロジェクトに採択され、健康情報「超
多項目ビッグデータ」を活用した予測法・予防法開発やビジ
ネス化を推進。

「戦略２」COIセンター・オブ・イノベーション取組概要 「戦略４」COC及びCOC+取組概要
COCの取り組み（地域志向人財の育成）
COC+の取り組み

創造力 「志」・意欲 実行力・仲間力

○地域志向教育の拡充（200科目開講、5科目以上履修）
○創造力・仲間力を試すPBL
○キャリア教育とインターンシップのデュアル・システム

アグリ・ライフ・グリーン分野
の人材育成

「地域志向大学宣言」
に基づく大学改革

地域人口減少の
課題に挑む

「オール青森」で取り組む
COC事業
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組みです」（福田学長）。

COC+事業についての成果として、

外部委員にも評価されたのが、県内就

職志望率の向上だ。「2015年度は39.1％

でしたが、それが数値目標とした『50％

以上』まで上がっています」。その成功

の要因を学長に尋ねると、地域性に関

連づけたこんな答えが返ってきた。

「入学者の出身地は北海道が3割く

らい、青森県が4割くらい、東北各県

と北海道を合わせて9割近くになりま

す。なので、北海道人、東北人として

の地域への愛着がもともとあるのだ

と思います。そういう思いを、地域志

向カリキュラムの取り組みを通じて

刺激することができたということが

大きいのではないかと」。

ただ、実際の県内就職率の向上に

つながっていない課題はあると言う。

「いくら県内就職を希望しても、県内

にキャリアを活かせる職場が少ない

というのが、大きな課題ではないかと

思います。その点に関しては、一朝一

夕にできることではありませんし、大

学だけではできませんので、色々な企

業の方々と県内の企業力をアップし

ていくことが、これからの大きな課題

になると考えています」。

「アグリ・ライフ・グリーン」事業の

成果については、取り組み1の理工学

部、取り組み2の農学生命科学部の

改組が2019年度に完成年度を迎え、

2020年春に新学部の第1期の卒業生

を送り出した。取り組み2の「国際化」

をキーワードとした「海外研修入門」

も、2017年から3カ年開講し、次のス

テップとして、海外インターンシップ

の実施に向けた試行もしているとい

う。「ただし残念ながら、今年度は新

型コロナウイルスの影響で、海外研

修入門と海外インターンシップを中

止せざるを得ませんでした」（福田学

長）。

取り組み3に関しては、地域イノ

ベーションの創出件数、「食」「エネル

ギー」関連共同研究・受託研究の実施

件数、新品種・新商品の開発件数、学

生の県内就職志望率と、4つの評価指

標を設けているが、いずれも達成状

況は良好で、文科省からも高い評価

を受けているという。

福田学長は、医学部附属病院長と

して学長特別補佐を務めた時期に、

当時の佐藤学長の取り組みを通じて、

改めて弘前大学が「地域と共にある大

学」だと感じたという。

「大学生活というのは、勉強だけで

なく、地域との関わりの中で人間を成

長させていくものだと思います。本

学の学生達は、地域の県民・市民と接

して、人間としての温かさとか思いや

りとかを身につけていける。そうい

う地域だと思うのです。大学だけで

なく、地域が人材を育成しているので

はないかと考えています」。

大学と地域とで育てた人材が青森

の地域課題を解決する。それが今後

も弘前大学の「学ぶと働くをつなぐ」

方向性の主軸であることは変わらな

い。しかし福田学長はまた、「青森県

地域の課題を解決するためだけでな

く、大学で学んだ後に出身地域に帰

り、地元に貢献できる人材の育成が、

地方大学に求められているものでは

ないかと思いますので、そういった取

り組みもしていきたいと考えている

ところです」とも言う。

「どこに行っても、『この問題、弘前

にあったよね』ということで対応可能

だと思うのです。弘前という地域で

生活したこと自体が、その子を成長さ

せていると思うからです」。

もう一つ背景にあるのは、東北地区

の人口減少が、他地域に比べると急

速に進むという危機感だ。「本学が継

続して役目を果たしていくためには、

北海道と青森で入学者の約7割とい

う現状を変え、もっと多くの地域から

来て頂ける大学になっていく必要が

ある」。

まずは青森県を元気にする人材育

成。でも、どこから来ても、ここで学

べば、地元に帰ってその地域を元気

にすることに貢献できる。そういう

人材育成を、将来的には行っていきた

いということになるのだろう。

「弘前大学は2004年の法人化以降、

急速に進化した大学ではないかと思

います。その中で、『地域を元気にす

る大学』ということは当初から打ち出

しています。そういう魅力ある大学

だと思っていますが、未だ知名度があ

まり高くない。東京に行くと、弘前大

学の名前さえ知らない高校生がいる

ということなので、その点に関しては

広報を、もっと努力していかなければ

いけないと思っています」。

県内就職志望率が向上

大学と地域で人材を育成

（角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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